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今日のプログラム 出席&スマイル

〇出席

18名　55％
ゲスト　3名
〇スマイル

12名 17,000円

ご協力
ありがとう
ございます♪

　本日は第２回例会から、いわき分区の
トップをきって、いわき平中央RCにい
わき分区阿部ガバナー補佐、八幡分区幹事、鈴木分区
会計が来訪されております。一年間よろしくご指導お
願い申し上げます。
　また、今年度、スタートよりお二人のいわき平中央
ロータリークラブの仲間となる入会がございます。
プログレスライン、オーダーメイドスーツ販売、代表、
河辺剛さん、城山法務事務所、司法書士である佐川俊
輔さん。お二人にとっても、いわき平中央RCの皆様に
とってもはいってよかったと思えるクラブ運営と奉仕
の理想の共有、ロータリーの友情を今日からはぐくん
でいただければと思います。まずは来年30周年を迎え
ますので一緒に楽しくよろしくお願いいたします。
　先週は第１回例会後に、いわき分区の会長幹事会が
ございました。のちほど、阿部ガバナー補佐よりご案
内があるとおもいますが、志賀ガバナーも参加され、
11月6日、7日に地区大会の案内がございました。
　また、9月12日にはロータリー奉仕デーということ
でいわき分区として環境保全の一環でプラごみなどの
回収等、薄磯海岸清掃がございます。社会奉仕委員長
と相談しながら準備をしていきたいと思います。全国
の20数地区でも同時開催予定とのことです。
　奉仕活動を実行に移すのは目に見えて素晴らしいで
すし、ロータリアンとしての一体感やコミュニケー
ションもはかれると思います。以前お聞きした中田名
誉会員がおしゃっていた、ごみ清掃活動も重要だけ
ど、ごみを捨てない心や行動や、ごみを捨てない人間
を育てるのがロータリーだとお話しをされ深い感銘を
うけたことがあります。ロータリー奉仕デーの活動を
通してさらにロータリーの理解と行動を心がけていけ
ればと思います。

1．「福島から贈る感謝とエールのコン
サート」の協力金として会員一人当たり

500円をいわき分区の余剰金の中から支出する。
2．11月6～7日開催の地区大会においてコ・ホスト
クラブとして協力をする。
＊当日のお手伝い
3．各種セミナーの登録はWEB登録にてお願いする。
4．地区大会のゴルフの日程に関しては当初の9月12
日から変更もあり得る。

会長挨拶

幹事報告

来賓・来訪ロータリアンの紹介

入会式

〇開会点鐘
〇ソング／奉仕の理想
〇四つのテスト／　
　細川徹会員
〇会長挨拶
〇幹事報告

〇来賓・来訪ロータリアン
　の紹介
〇入会式　
〇ガバナー補佐卓話／
　阿部弘行さん
〇閉会点鐘

佐川俊輔さん　 河辺剛さん　

・阿部弘幸いわき分区
　ガバナー補佐　
・八幡恭朗いわき分区
　幹事　
・鈴木弘康いわき分区
　会計

冷やし担々麺

焼売

蒸し鶏

甘味

今日のMENU
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ガバナー補佐卓話

いわき分区ガバナー補佐

阿部弘行さん

●阿部弘行いわき分区ガバナー補佐／小澤、大平丸の船出
を祝して！いわき分区一年間よろしくお願いします。
●小澤准一会長　●大平守彦幹事　●鈴木喬二会員
●横山利雄会員　●木内弘道会員　●芳賀敏郎会員
●高橋孝光会員　●田久昌次郎会員　●鈴木一永会員
●郡二三子さん／いわき分区、阿部ガバナー補佐、八幡幹
事、鈴木会計、いわき分区のトップをきって来訪歓迎いた
します。一年間ご指導よろしくお願い申し上げます。
●大平守彦幹事／新入会員がいますので、ガバナー補佐か
らのバッヂ贈呈をお願いします。
●田久昌次郎会員／新入会員のお二人、ロータリーを楽し
んでください。
●今野建男会員／肩肘張らずに頑張ります。

（１）自己紹介
いわき平RC所属、2009年10月入会
職業分類;石油業阿部商事悧代表取締役。平田町で燃料
販売
ロータリーの主な経歴：2012-13幹事　2019-20
会長
苦手なこと：人前で話すこと。得意なことはとくにな
し。
 
（２）RI会長シェカール・メータ会長
インドカルカッタ・マハナガルRC所属、1984年入会
会計士不動産管理会社
 
（３）本年度の KEY WORD

● 　DO MORE GROW MORE
「もっと行動し」、とはより大きく、インパクトをも
たらす奉仕プロジェクトを意味する。「もっと成長す
る」とは会員を増やし、参加者基盤を広げることを意
味する。会員增強ロータリー会員数は17年間120万
人のまま、本年度で130万人にする。
●    EACH ONE BRING ONE
「みんなが一人を入会させよう」と言っている
●    本年度のテーマSERVE TO CHANGE LIVES
「奉仕しようみんなの人生を豊かにするために」「誰
かのために生きてこそ、人生には価値がある」という
アインシュタインの言葉を例に挙げ、「ほかの人のた
めに生き、世話をし、奉仕することで誰かの人生を豊
かにすることは、自分の人生の最高の生き方です」と
言っている。
※ロータリー奉仕デーの開催を推奨している。
2つ以上のロータリークラブによって計画する。
・ロータリーの重点分野に合致する。
・イベントへの関心を高めるため、メディアで周知を
行う。
参加者の少なくとも25％は会員以外の市民を巻き込
む。
8月30日(月)2530地区学友・平和フェロー委員会主
催のコンサートを開催。
9月12日(日)海岸清掃活動詳細未定

茨城の2820地区、宮城と3県合同開催。当地区では
相双分区も参加。海洋プラゴミ削減のため、清掃活動
 
（４）地区運営方針
2021ー22年度2530地区ガバナーは、小名浜RC所
属志賀利彦さん
1.　RIテーマを理解し、もっと行動し、もっと成長し
よう。
2.  会員を増やし、参加基盤を広げよう。
3.　クラブ例会を楽しく。会員一人ー人がクラブ内で
の役割を担おう。
4.  ロータリーの新しい重点分野「環境保全｣を推進し
よう。
5.　ロータリー奉仕デーを通じて、ロータリー活動を
紹介し、公共イメージを向上させよう。
6.　ローターアクト・インターアクト・学友との連携
を深めよう。
7.　全クラブがロータリー賞にチャレンジしよう。
8.　ロータリー財団への理解を深め、DDFを活用しよ
う。
9.　米山記念奨学会への理解を深め、協力しよう。
10.　1RLの地区組織を強化し、参加者を増やそう。
11.　オンライン会合を支援し、地区のIT化をより進
めよう。
　
（５）地区活動数値目標
地区目標2278人から2468人(プラス190人)
女性会員割合7.5%170人から10%247人(プラス
77人)
ロータリー財団年次基金150$
ポリオプラス30$
米山記念奨学会普通寄付5000円、特別寄付10000
円
RLの推進
地区事務所の固定化推進
　　※郡山にゆくゆくは地区事務所を固定化する。

スマイル


